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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
 

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
 

Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
７
５
５
Ｗ

【
作
者
名
】

　
牙
霊

【
あ
ら
す
じ
】

　
如
月
学
園
…
そ
の
学
園
が
存
在
し
て
い
た
の
は
１
０
年
も
前
の
事
だ
っ
た
。

生
徒
が
行
方
不
明
に
な
り
、
相
次
い
で
犠
牲
者
が
増
え
続
け
た
…

如
月
学
園
は
廃
校
…

近
所
に
は
幽
鬼
学
園
が
設
立
さ
れ
た
。

も
と
は
、
如
月
学
園
の
近
所
に
住
ん
で
い
た

吉
田
 

祥
と
そ
の
幼
な
じ
み
の
悠
花
。

ヨ
シ
ダ
シ
ョ
ウ
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祥
は
親
の
都
合
で
転
校
…
そ
し
て
１
０
年
が
経
ち
、
高
校
１
年
と
な
っ
て
祥
が

帰
っ
て
来
た
。

祥
達
は
幸
せ
の
サ
チ
コ
さ
ん
を
す
る
事
に
…

そ
の
後
、
彼
等
を
襲
う
憎
し
み
の
連
鎖
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
？

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

二
次
創
作

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
 

Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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序
章
（
前
書
き
）

後
書
き
に
は
、
キ
ャ
ラ
紹
介
を
載
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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序
章

懐
か
し
い
風
景
。

幼
い
頃
を
思
い
出
す
な
。

お
っ
と
、
目
を
閉
じ
な
い
と
酔
う
…

俺
は
吉
田
 

祥
。

高
校
１
年
に
し
て
転
校
生
だ
。

実
は
、
昔
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
ん
だ
。

仲
の
良
い
幼
な
じ
み
の
女
の
子
が
い
た
っ
け
…

名
前
は
確
か
…

「
ほ
れ
、
祥
。
着
い
た
ぞ
！
」

お
お
、
懐
か
し
の
マ
イ
ホ
ー
ム
！

「
ん
？
誰
か
居
る
…
女
の
子
？
」
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「
あ
、
お
ー
い
！
」

手
、
振
っ
て
き
た
…
と
言
う
と
知
り
合
い
？

待
て
待
て
、
名
前
が
ま
だ
思
い
出
せ
な
い
ぞ
！

焦
る
俺
に
そ
の
女
の
子
は
声
を
掛
け
て
き
た
。

「
や
っ
ほ
！
久
し
振
り
だ
ね
～
。
覚
え
て
る
？
悠
花
だ
よ
？
」

あ
、
ナ
イ
ス
ア
シ
ス
ト
！
思
い
出
し
た
。

幼
な
じ
み
の
神
埼
 

悠
花
。
一
つ
年
下
の
…
っ
て

「
変
わ
っ
た
な
、
お
前
」

と
、
言
っ
て
み
た
…

「
な
～
ん
だ
、
忘
れ
て
た
ん
だ
…
」

と
寂
し
そ
う
な
顔
で
俯
く
。

へ
？
何
か
変
な
事
言
っ
た
か
、
俺
？
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「
目
が
誰
だ
っ
け
？
っ
て
目
し
て
た
…
」

う
っ
、
鋭
い
…

こ
い
つ
昔
か
ら
感
が
鋭
か
っ
た
な
ぁ
…

っ
て
あ
れ
？
何
か
泣
い
て
ま
す
よ
、
悠
花
？

ち
ょ
っ
、
待
っ
て
！

俺
が
泣
か
せ
た
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
よ
…

「
あ
～
、
祥
が
女
の
子
泣
か
せ
て
る
～
！
」

げ
、
母
さ
ん
！

通
称
笑
い
鬼
。

解
説

顔
は
笑
っ
て
い
る
。

オ
ー
ラ
が
鬼
な
ん
だ
…
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《
何
や
か
ん
や
で
翌
日
》

あ
れ
か
ら
、
幼
な
じ
み
を
忘
れ
て
る
と
は
何
事
だ
！

と
か
怒
鳴
ら
れ
て
疲
れ
果
て
た
…

初
登
校
の
幽
鬼
学
園
…

ち
ょ
う
ど
始
業
式
だ
っ
た
ら
し
く

授
業
は
無
か
っ
た
。

帰
り
に
、
悠
花
に
会
っ
た
。

そ
し
て
一
言
目
が
…

「
ね
ぇ
、
こ
の
学
園
の
怪
談
に
興
味
は
無
い
？
」

昨
日
の
事
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
ら
し
い
…
（
忘
れ
て
い
た
ほ
う
が
助
か
る
）
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そ
し
て
、
そ
の
怪
談
が
…

全
て
の
始
ま
り
と
な
る
…

Ｇ
Ｏ
 

Ｔ
Ｏ
 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
 

Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
…
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序
章
（
後
書
き
）

吉
田
 

祥

ヨ
シ
ダ
 

シ
ョ
ウ

１
６
才

７
月
５
日
生
ま
れ

Ａ
型

身
長
約
１
７
０
ｃ
ｍ

体
重
５
５
ｋ
ｇ

好
き
（
な
物
、
事
）
…
 

悠
花
と
ゲ
ー
ム
と
読
者

嫌
い
…
蛾
、
蜘
蛛
、
蜂
、
大
葉
、
ホ
タ
テ
よ
り
小
さ
い
貝
類

趣
味
…
推
理
小
説
を
読
む
、
ゲ
ー
ム
の
速
攻
ク
リ
ア
、
執
筆

将
来
の
夢
…
未
定
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記
憶
１
…
終
焉
（
オ
ワ
リ
）
の
狼
煙
（
ハ
ジ
マ
リ
）
（
前
書
き
）

あ
っ
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
紹
介
忘
れ
て
た
！

本
文
最
後
辺
り
に
出
る
ん
で
、
気
を
つ
け
て
読
ん
で
下
さ
い

ｆ
＾
＿
＾
；
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記
憶
１
…
終
焉
（
オ
ワ
リ
）
の
狼
煙
（
ハ
ジ
マ
リ
）

「
怪
談
…
か
。
」

昔
か
ら
、
怪
談
の
類
は
結
構
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
興
味
は
あ
る
。

「
持
ち
ネ
タ
な
ら
無
数
に
あ
る
ぜ
、
７
つ
位
。
」

そ
れ
は
、
無
数
じ
ゃ
な
い
！

Σ
（
°
□
°
；
）

「
オ
レ
も
、
持
ち
ネ
タ
は
あ
る
…
幾
つ
か
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
怪
談
会
し
よ
っ
か
♪
」

《
三
十
分
後
…
》

「
…
っ
て
言
う
話
だ
。
ど
う
だ
っ
た
？
」

一
番
ネ
タ
を
披
露
し
た
。
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「
こ
、
怖
ぇ
よ
…
吉
田
は
加
減
し
な
い
ん
だ
な
。
」

い
や
、
結
構
普
通
の
ネ
タ
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
な
ぁ
…

「
祥
、
一
体
そ
の
ネ
タ
は
ど
こ
で
仕
入
れ
た
の
？
」

「
さ
ぁ
ね
～
」

「
じ
ゃ
あ
、
今
度
は
あ
た
し
の
番
だ
ね
？
」

「
こ
の
学
校
が
出
来
た
理
由
知
っ
て
る
？
」

そ
の
理
由
は
、
と
て
も
悲
し
い
理
由
だ
っ
た
の
…
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悲
劇
の
幕
開
け
は
、
天
神
小
学
校
…

児
童
連
続
誘
拐
殺
人
事
件
。

天
神
小
学
校
は
、
そ
の
事
件
が
起
き
た
場
所
…

児
童
４
人
が
誘
拐
さ
れ
た
…

で
も
ね
、
一
人
だ
け
助
か
っ
た
ん
だ
っ
て
…
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犯
人
は
教
師
。

ち
ょ
っ
と
し
た
障
害
が
あ
っ
て
、
喋
る
こ
と
が
上
手
く
出
来
な
い
人
だ
っ
た
の
…

警
察
が
駆
け
付
け
た
時
に
は
、
凶
器
の
鋏
で
…

自
殺
を
図
ろ
と
し
て
い
た
ら
し
い
の
…

で
も
、
結
局
刑
務
所
で
首
吊
り
自
殺
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
さ
…
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そ
れ
か
ら
天
神
小
学
校
は
、
自
殺
、
誘
拐
殺
人
の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
…

遂
に
取
り
壊
し
が
決
定
し
た
ん
だ
っ
て
…

で
、
そ
の
後
に
建
っ
た
の
が
如
月
学
園
。
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で
も
、
天
神
小
学
校
で
死
ん
だ
人
達
の
怨
み
は
…

如
月
学
園
の
生
徒
に
襲
い
掛
か
っ
た
の
…

何
人
も
生
徒
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
…

と
あ
る
姉
妹
は
、
妹
が
悪
霊
に
殺
さ
れ
た
…
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真
実
を
伝
え
よ
う
と
し
た
姉
は
…

精
神
異
常
と
見
做
さ
れ
て
、
病
院
に
送
ら
れ
た
…

で
も
、
暫
く
し
て
そ
の
人
の
担
当
医
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
わ
…

負
の
連
鎖
は
続
く
の
…
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で
も
ね
。

如
月
学
園
の
生
徒
で
、
唯
一
生
き
残
り
が
居
た
ん
だ
っ
て
…

名
前
は
確
か
…

『
岸
沼
…
』
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『
岸
沼
 

良
樹
』

彼
は
、
如
月
学
園
学
園
の
 

先
生
と
し
て
…

戻
っ
て
来
た
の
…
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『
ア
イ
ツ
等
が
、
呼
ん
で
い
る
気
が
し
て
…
』

そ
う
言
っ
て
い
た
み
た
い
…

す
ぐ
に
彼
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
…
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で
も
、
一
人
…

真
実
を
知
る
人
が
居
る
の
…

『
南
野
 

朱
里
』
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「
ま
さ
か
、
そ
れ
っ
て
！
こ
の
学
園
の
…
」

そ
う
、
教
師
。

し
か
も
私
達
の
担
任
ね
。

「
あ
な
た
達
！
」

唐
突
に
声
が
し
た
。
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「
う
わ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

流
石
に
ビ
ビ
っ
た
…

一
斉
に
笑
わ
れ
る
。

「
あ
は
は
、
祥
っ
て
ビ
ビ
り
ね
～
」

「
オ
レ
の
ベ
ス
ト
ネ
タ
に
ビ
ビ
っ
て
た
奴
が
言
う
か
？
」

「
あ
な
た
達
、
も
し
か
し
て
怪
談
話
し
て
い
る
の
？
」

急
に
、
例
の
南
野
先
生
が
深
刻
な
顔
に
な
る
。

「
い
い
？
絶
対
に
天
神
小
学
校
や
如
月
学
園
の
話
は
禁
止
よ
！
こ
れ
は
約
束
。
」

う
ん
、
も
う
手
遅
れ
だ
よ
…
先
生
。
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「
あ
の
～
、
も
う
…
話
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
？
」

先
生
の
顔
か
ら
血
の
気
が
引
く
、
そ
し
て
言
っ
た
。

「
み
ん
な
、
早
く
校
舎
か
ら
出
て
！
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
…
」

先
生
の
警
告
は
遅
か
っ
た
…

今
の
言
葉
と
同
時
だ
っ
た
…

ズ
ン
っ
！

「
キ
ャ
ッ
、
地
震
！
」

「
急
い
で
伏
せ
ろ
。
」
 

オ
レ
は
冷
静
に
つ
た
え
た
。

ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
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揺
れ
が
増
す
。

ビ
キ
ィ
ッ
！

「
！
！
！
」

教
室
の
床
が
…

真
ん
中
か
ら
割
れ
て
い
く
…
！

下
に
は
職
員
室
が
…

無
い
！
下
は
只
、
闇
に
包
ま
れ
た
空
間
だ
っ
た
…

「
い
や
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」
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「
く
っ
、
悠
花
！
掴
ま
れ
！
」

手
を
伸
ば
す
。

二
人
は
手
を
握
り
し
め
合
い
、
闇
に
堕
ち
る
…

「
吉
田
！
神
崎
！
」

あ
っ
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
た
。

雰
囲
気
ぶ
ち
壊
し
ご
め
ん
な
さ
い
！

作
者
の
ミ
ス
で
、
こ
の
少
年
の
紹
介
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
…

彼
は
、
初
華
 

賢
（
 

ウ
イ
ハ
ナ
 

ケ
ン
）

名
前
の
由
来
は
、
超
電
磁
砲
の
あ
の
方
で
す
。
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親
し
み
易
く
、
気
軽
に
話
せ
る
キ
ャ
ラ
…
何
で
す
が
、
役
職
的
に
本
編
の
森
繁

辺
り
の
キ
ャ
ラ
に
な
り
そ
う
で
す
。

ｆ
＾
＿
＾
；

で
、
初
華
と
南
野
先
生
ペ
ア
も
、
闇
に
堕
ち
る
の
で
あ
っ
た
…
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記
憶
１
…
終
焉
（
オ
ワ
リ
）
の
狼
煙
（
ハ
ジ
マ
リ
）
（
後
書
き
）

《
キ
ャ
ラ
紹
介
》

神
崎
 

悠
花

（
カ
ン
ザ
キ
 

ユ
ウ
カ
）

１
５
才

身
長
…
１
５
６
ｃ
ｍ

体
重
…
女
子
の
気
持
ち
を
考
慮
し
て
、
詳
細
不
明

Ｂ
…
女
子
の
気
持
ち
を
考
慮
し
て
、
詳
細
不
明

Ｗ
…
上
に
同
じ
。

Ｈ
上
の
上
に
同
じ
。

好
き
…
祥
、
怪
談
、
Ｐ
○
Ｐ
、
ア
イ
ス

嫌
い
…
気
持
ち
悪
い
生
き
物
全
般
、
チ
ャ
ラ
い
男
、
人
参
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将
来
の
夢
…
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
若
し
く
は
…
秘
密
♪

詳
細
…
祥
の
幼
な
じ
み
で
、
祥
の
恋
人
（
自
称
）
を
名
乗
る
元
気
っ
子
短
髪
娘
。

ツ
ン
デ
レ
要
素
は
全
く
無
い
。
む
し
ろ
純
情
。
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記
憶
２
…
生
者
ノ
行
進
（
前
書
き
）

視
点
変
更
が
多
い
鬱
陶
し
い
文
章
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
…
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記
憶
２
…
生
者
ノ
行
進

気
が
つ
く
…

「
う
っ
、
…
痛
た
た
た
。
」

こ
こ
は
…

「
こ
こ
は
何
処
だ
？
」

近
く
に
悠
花
が
倒
れ
て
い
る
。

「
悠
花
！
大
丈
夫
か
？
」

す
る
と
…

悠
花
が
「
え
い
♪
」
と
、
抱
き
付
い
て
き
た
！

「
な
、
な
な
な
…
何
す
る
ん
だ
！
！
！
」
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い
き
な
り
の
行
動
に
、
驚
き
戸
惑
い
、
声
が
裏
返
る
。

（
驚
い
て
は
い
る
が
、
正
直
嬉
し
く
な
い
ワ
ケ
無
い
！
）

「
さ
っ
き
手
を
伸
ば
し
て
、
私
の
こ
と
…
守
っ
て
く
れ
た
よ
ね
？
」

「
う
ー
ん
、
前
後
の
記
憶
が
あ
や
ふ
や
だ
…
」

「
今
の
は
、
そ
の
お
礼
！
え
へ
へ
…
♪
」

リ
ア
充
め
、
主
人
公
の
癖
に
生
意
気
だ
！

「
で
、
こ
こ
は
何
処
な
の
？
」

「
…
天
神
、
小
学
校
。
」

と
、
指
差
す
方
向
に
は
、
天
神
小
学
校
奉
知
新
聞
と
い
う
ボ
ロ
紙
が
あ
っ
た
…
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「
嘘
…
だ
よ
ね
？
」

ギ
ニ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
！

頬
を
引
っ
張
っ
て
や
っ
た
。

「
ひ
は
ひ
、
ひ
は
ひ
お
そ
ー
！
」

（
痛
い
、
痛
い
よ
祥
！
）

う
ん
、
柔
ら
か
い
頬
ご
馳
走
様
！

っ
て
何
や
っ
て
ん
だ
！

作
者
！
し
っ
か
り
ス
ト
ー
リ
ー
書
け
！

う
る
さ
い
、
リ
ア
充
！
一
生
や
っ
て
ろ
！

「
ん
も
～
、
痛
い
よ
！
」

悠
花
が
文
句
を
言
う
。
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「
嘘
じ
ゃ
な
か
っ
た
ろ
？
」

「
う
う
…
酷
い
、
祥
」

悠
花
の
好
感
度
が
１
０
下
が
っ
た
?

何
、
恋
愛
ゲ
ー
ム
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
ん
だ
よ
！
作
者
！

《
１
－
４
前
、
廊
下
》

「
初
華
君
～
！
南
野
先
生
～
？
」

「
歩
い
て
探
し
ま
す
か
！
？
」

「
う
う
…
、
疲
れ
た
。
」

「
早
っ
！
」
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悠
花
の
体
力
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
程
、
少
な
か
っ
た
…

「
ホ
レ
、
手
引
い
て
や
っ
か
ら
…
行
く
ぞ
！
」

悠
花
は
、
待
っ
て
い
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
手
を
握
っ
て
き
た
。

ゆ
っ
く
り
と
、
歩
き
出
す
。

足
下
の
脆
い
床
を
踏
み
外
さ
な
い
様
に
、
そ
っ
と
…

生
者
は
行
進
す
る
。

Ｇ
Ｏ
 

Ｔ
Ｏ
 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
 

Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｒ
…
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記
憶
２
…
生
者
ノ
行
進
（
後
書
き
）

南
野
 

朱
里

ミ
ナ
ミ
ノ
　
ア
カ
リ

詳
細
…
コ
ー
プ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
二
次
創
作
、
あ
み
そ
組
様
の
ｉ
ｆ
 

Ｐ
Ｅ
か
ら

の
キ
ャ
ラ
で
す
。

岸
沼
 

良
樹
の
教
え
子
で
あ
り
、
当
時
は
い
じ
め
ら
れ
っ
子
だ
っ
た
。

良
樹
の
過
去
の
話
を
聞
い
て
、
天
神
小
学
校
に
飛
ば
さ
れ
る
。

良
樹
は
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
際
に
自
分
諸
共
刀
で
腹
を
刺
し
、
霊
を
消
し
…

死
ん
で
し
ま
っ
た
。

戻
っ
て
き
た
朱
里
は
、
教
師
と
な
り
如
月
学
園
廃
校
と
な
っ
た
た
め
、
近
く
の

こ
の
学
園
の
教
師
に
な
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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